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１【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】
　平成30年11月12日に提出いたしました第114期第２四半期（自　平成30年７月１日　至　平成30年９月30日）に係る

四半期報告書の記載事項の一部に誤りがありましたので、これを訂正するため、四半期報告書の訂正報告書を提出する

ものであります。

 

２【訂正事項】
第一部　企業情報

第２　事業の状況

２　経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

(1）財政状態及び経営成績の状況

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿＿を付して表示しております。

 

第一部【企業情報】

第２【事業の状況】

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）財政状態及び経営成績の状況

　　（訂正前）

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業状況は堅調で雇用情勢が改善し、各種の経済政策効果に

より、内需は底堅さを維持して緩やかな景気回復基調が続きました。

　しかしながら、当社グループの主要顧客分野では、建築着工の落ち込みや少子高齢化の影響を受け、油糧業界を

除き、塗料・化学・食糧業界向け需要が前年水準を割り込む結果となりました。

　このような中、当社グループ（当社及び連結子会社）の当第２四半期連結累計期間の売上高は、5,180百万円

（前年同期比4.0％増）となりました。

（後略）

 

　　（訂正後）

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境や企業収益が改善するなど、景気は緩やかな

回復基調で推移いたしました。

　一方で、度重なる自然災害の影響や原料価格の上昇、米中貿易摩擦の激化など、依然として景気の先行きは不透

明な状況になっております。

　このような中、当社グループ（当社及び連結子会社）の当第２四半期連結累計期間の売上高は、5,180百万円

（前年同期比4.0％増）となりました。

（後略）
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